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１．はじめに 

雨水や下水再生水等は、河川水とともに水循環

を構成する水源として位置づけることができる。

これらについて、渇水時における降雨減少や節水

による排水量の減少等、地域の水需給バランスの

観点を踏まえて、利水効果の定量的な評価を行い

将来利用量について推計を行った。 

２．雨水・再生水利用推計対象 

雨水・再生水の利用が促進されている、福岡市

を対象に検討を行った。雨水貯留は、個別住宅で

設置されるものと、ビルや公共施設で設置される

ものが存在する。再生水利用としては、個別循環，

地区循環，広域循環の３方式が存在する。個別循

環はビル等の個別の施設内で独自に再生施設を設

置し、雑排水の再生利用を行う手法であり、本検

討では、雨水利用と併用するものとした。地区循

環，広域循環は、利用規模の差はあるが、下水処

理施設等の集中処理施設において処理した再生水

を配水し利用する方式である。福岡市では、個別

住宅の雨水利用と個別循環，広域循環による利用

が行われており、統計データを参考に渇水時の節

水率も考慮した使用水量を算出した。 

３．推計結果 

 個別循環方式ではビル内の雑排水を水源とする

が、渇水時にはビル内の上水給水量の減少により

雑排水が減少し、再生水利用量が減少すると推定

される。日単位の再生水利用量は統計的に把握さ

れていないが、本検討では渇水時においても供給

水源が枯渇しない限り再生水の処理機能は安定的

に維持されるものとし、水源量との関係から利用

量を算出した。現状における個別循環による再生

水供給量は、福岡市全上水量の1.1％程度と推計さ

れた。算出結果の一例を図-1に示す。個別循環を

活用することにより、通常時においても上水道利

用量は少ない状態にある。渇水時においても、再

生水が上水道の減少分の一部を補うため、通常利

用に比して施設内での利用水量の減少は緩やかと

なり渇水耐性は高い。今後、施設改良，維持等の

コスト増加も必要となるため、渇水の被害と設備

費等のコストバランスを考慮する必要があるが、

再生水利用量を増加させることにより、渇水耐性

を向上することは可能と考えられる。 

図－１ 個別循環施設再生水利用量推計例 

この他、戸建ての雨水利用，広域循環及び将来

施設数量からの将来利用量の推計1)2)も実施した。 

４．まとめ 

各利用方式とも総量として利水に対する効果は

数％に止まることが推計された。なお、今回の評

価は利水面の評価であり、治水，環境等も考慮し

た多面的な評価においては更なる効果が期待され

る。また、新たな水資源開発が困難な状況のもと、

既存の水供給形態の中から新たな利用可能性を広

げていくことは重要な試みであると考えられる。 
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１．背景 

 平成23年3月14日に、景観シミュレーションシス

テム Ver.2.09を公開開始した（1）。その後、高台

に住宅地等を造成し整地するための地形編集機能

を開発し、上記基本システムに追加するプラグイ

ン(flow.dll)として12月16日から配布開始した。 

 東日本大震災の被災地沿岸域に関して、浸水区

域や地形のデータ (2m,5mメッシュDEM)、及び建物

の被災状況を追記した震災復興計画基図(DM)等が

国土地理院により作成され、各種の計画のために

利用できるようになった。従来は大都市圏でしか

利用できなかった精度のデータである。 

２．整地機能の利用 

 地形データを読み込んで下図とし、この上に整

地する領域を画面操作で指定する。次に整地面の

標高と周囲の法面勾配を指定し、実行ボタンを押

すと、切土盛土の図形演算を実行し結果を直ちに

表示する。結果が不十分なら取消後、整地面の形

状、標高や法面勾配を修正して再度実行する。 

 整地面を細長く設定し、高さを変えることで、

土手や堀割を作成することもできる。このプラグ

インには、関連性のある流路追跡、屋根形状生成

の機能も統合し、地形データの読み込み、ファイ

ル変換等の補助的な処理もメニューに含めた（２）。 

 いくつかの実際の地形を用いて、常識的な設定

で動作確認を行った後に、11月19日土木の日体験

教室に投入し、想定外のユーザー操作に曝すテス

トを行った。資料として地形データ準備方法まで

触れた指導員のマニュアルと、来場者のための操

作方法解説を用意した。当日は主に小学生が、操

作方法を良く理解し様々な作品を作った。新機能

により形成した造成地に、従来の各種機能を用い

て住宅や工作物等を配置し、移動経路設定や可視

範囲解析を行い、下から見上げた法面や高台から

の海の眺望を視覚的に確かめることができた。 

図１ 子供の作品例 

３．用途・用法と今後の研究課題 

フリーウェアであり、コスト的・技能的にはコ

ミュニティによる利用を重視した。一方、傾斜地

の区画整理計画などで、雛壇状の敷地群を１枚ず

つ図形演算して正確に作成する実務的な使い方も

できる。別途CADで詳細に製作された団地等の三次

元データと周辺のラフな地形を結合同化するよう

な機能や、土量計算機能は今後の改良課題である。 

携帯端末を用いて、三次元データを現場の状況

とリアルタイムで合成表示する技術や、三次元デ

ータを永久保存する技術も別途研究中である(3)。 
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